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猛暑 ”熱中症”で、死亡相次ぐ

◆水分補給を十分に！◆

２０１５年８月１日（土）２０時３２分

１日は猛暑による被害も相次いだ。横浜市の男性（８５）と甲府市の男性（６５）がそれぞれ自宅で倒れ、

熱中症で死亡。名古屋市では、１日から販売した「プレミアム商品券」を買うために並んでいた計約

１０人が熱中症の疑いなどで救急搬送された。

信号待ちの車に、”追突”した車の運転手を逮捕

7台からむ事故で11人負傷

２０１５年８月３日（月）０時５６分

２日午後２時ごろ、茨城県の国道で、乗用車が信号待ちで停止していた車に追突し、あわせて７台がか

らむ玉突き事故があった。この事故で、１１人が軽傷を負った。警察は、最初に追突した車を運転して

いた男性容疑者（４４）を過失運転致傷の現行犯で逮捕した。

トラック事故の特徴 ”追突事故”が多い

追突事故の多くが、低速追従時の安心感と油断からくる

車間不足と注意力不足

「ヒヤリ」は、事故の「予兆！」

「安全確認」で、危険な「まさか･･･」を根絶！

子供たちが夏休みに入りました

○子供の飛び出しに要注意！

○スピードを落として、しっかり安全確認！

「慣れ」、「過信」 に注意！ ＜”だいじょうぶだろう”は厳禁＞

自分は、事故を起こすはずがない？ 事故に遭うはずがない？

バック時は 降りて確認 乗っても確認

交差点手前で止まる時は車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

交差点 右折の乗用車にはねられ、横断中の男性重傷

［ ２０１５／８／２ １５：４３ ］

２日午前５時過ぎ、熊本県の県道の交差点で、横断歩道を渡っていた無職の男性（８３）が右折してき

た乗用車にはねられ重傷を負った。この事故で乗用車を運転していた男性容疑者（２１）が過失運転致傷

の疑いで現行犯逮捕された

”踏切”事故 特急列車とトラックが接触

２０１５／０８／０１

１日午前９時前、熊本市のＪＲの踏切で特急列車とトラックが接触しました。この事故によるけが

人はいませんでしたが約１時間運転を見合わせました。特急列車は右前方を一部破損、トラックも右

側面を一部破損しましたが、トラックを運転していた男性や列車の乗客約１６０人にけがはありませ

んでした。現場は遮断機のある踏切で踏切前後がかなり細い路地となっています。

日勝峠4合目、トレーラーはみ出し、乗用車と衝突 ３人死傷

２０１５／０８月０１日 １９時０９分

８月１日午前８時ごろ、日高町千栄の日勝峠の４合目付近で、札幌方面に向け下り坂を走行していた

トレーラーと対向車線を走っていた乗用車が衝突しました。２台の車は、事故の衝撃で道路脇のがけ

に落ち、乗用車を運転していた苫小牧市の会社員の男性（２７歳）が体を強く打って死亡しました。また

、乗用車の助手席の２９歳の男性も右手と右足の骨を折る大けがをしたほかトレーラーを運転していた

４４歳の男性も腰にけがをしました。警察によりますと、事故当時、付近は雨が降り、路面がぬれていた

ということで、現場の状況からトレーラーがスリップして対向車線にはみ出した可能性があるということで

す。警察は、トレーラーの運転手から事情を聞くなどして事故原因を詳しく調べることにしています


